
 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    

  

 

 

 

 

 

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 31  

 

 

 

お知らせ：当院では、いつもご来院されている皆さんへ、生活にお役に立てていただけるよう

な耳寄りな情報や、当院のお知らせなどをご案内いたします。 

お時間がある時にでも、お気軽にご覧いただき、お楽しみくださいね。 

どうぞよろしくお願いいたします。             院長○○ ○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９．５月号 

５月号 

月号 

月号 

WITH通信  

May 

即位の日(1 日),国民の休日(2 日),憲法記念日 (3 日),みどりの日(4 日),こどもの日(5 日),振替休日(6 日) 

発行／ WITH治療院 

住所：〒542-0062 大阪府大阪市中央区上本町西5-2-7Mido上本町BLD502  

ＴＥＬ：06-4304-0255  Ｅメール：with.uehonmachi@gmail.com 

 

 

こんにちは！院長の金子です。皆さん、いかがお過ごしでしょうか？吹き抜ける風がなんとも心地よく

感じる季節となってきましたね。徐々に気温も高くなってきますので、気温の変化にはお気をつけて下さ

いね。さて、今年のゴールデンウィークは天皇即位に伴い、祝日が増え、10連休というところも・・・。

そんなゴールデンウイーク中の祝日といえば、やはり5月5日の端午の節句ではないでしょうか。 

鎧兜を飾り、鯉のぼりを立てて、男の子の成長や立身出世を願ってお祝いをします。また、菖蒲湯(しょ

うぶゆ)に入ることで無病息災を願います。鯉のぼりの起源は諸説ありますが「黄河の竜門と呼ばれる滝を

登ることができた魚は鯉だけで、登り切った鯉は竜となった」という中国の古い逸話が元となっています。 

また鯉は、環境が決して良いとは言えない池や沼でもたくましく生きていける強い生命力を持っていて、

そんな鯉を食べると、どんな劣悪な環境においても生き抜いていける生命力を授かるとされることから、 

縁起が良い魚として知られるようになりました。 

かつて武士の家では、男の子が生まれると家紋の入った旗やのぼりを上げる風習があり、その一方で庶

民は男の子が生まれれば、のぼりに縁起物として鯉を描いて掲げていました。これがやがて、中国の逸話

と結びつき、男の子の成長を願うお祝いの際の習慣として、鯉のぼりを上げる習慣へと変化していったと

いわれています。 

年々、少子化が深刻化している日本にとって、子どもたちは大切な宝です。元号が「平成」から「令和」

にかわり新しい時代を子供たちが担って反映していくためにもお子さんがおられる方もそうでない方も、

子どもたちのすこやかな成長を願いましょう。 
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※吹き出しは、枠に入れて頂いた画像やお写真に合

った先生やスタッフさんのメッセージを例のよ

うに書いて頂けるスペースとなっています。 

例)旅行に行ってきました！！ 

例)はじめまして！！ 

新スタッフの○○です。 

 

※枠の中には、各イベントなどの写真画像を入れたり、

お写真を直接貼って頂いたり、ご自由に編集可能と

なっております。 

 

「吹き出し」や「枠」「矢印」は、拡大・縮小、移動、

コピーが出来ます。 

２０１９．５月号 


